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第５回 都市構造部会 ―第７章― 将来の都市空間像（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 創造性を発揮する都市空間  

 

－第７章－ 将来の都市空間像（案） －構成案－ H24(2012).9.27 第５回 都市構造部会 資料３ 
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１ リード文 

 

 

 

 

 

 

 

２ 第７章の構成の考え方 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【この章の目的】 

第２章の社会・経済情勢の変化への対応 

第４章の基本目標の実現、特に第６章の重点戦略の展開を都市空間の面から支える 

【目標年次の考え方】 

20 年を超える長期的な視点から見た今後の都市づくりの方向性を打ち出す（第１節）     その上で、この先 10年間の都市づくりの在り方について記載（第２節） 

第３章の都市像を実現する将来の都市空間の在り方を示す 

検討段階資料 

超高齢・人口減少社会

を支える都市構造 

札幌・北海道の 

経済活性化を支える 

都市構造 

環境負荷の少ない

都市構造 

都市を取り巻く課題 

重視すべき視点 

超高齢社会の到来 

①集約型都市構造の構築 ①集約型都市構造の構築 ①集約型都市構造の構築 ①集約型都市構造の構築 

②多様な生活空間の創出 ②多様な生活空間の創出 ②多様な生活空間の創出 ②多様な生活空間の創出 

③都市マネジメントの推進③都市マネジメントの推進③都市マネジメントの推進③都市マネジメントの推進※※※※    

④北海道の資源の発信・活用 ④北海道の資源の発信・活用 ④北海道の資源の発信・活用 ④北海道の資源の発信・活用 

⑤都市の魅力・活力の向上 ⑤都市の魅力・活力の向上 ⑤都市の魅力・活力の向上 ⑤都市の魅力・活力の向上 

⑥自然資本の活用・保全 ⑥自然資本の活用・保全 ⑥自然資本の活用・保全 ⑥自然資本の活用・保全 

⑦低炭素社会の構築 ⑦低炭素社会の構築 ⑦低炭素社会の構築 ⑦低炭素社会の構築 

集約型都市構造の構築 

展開する３つのエリア 

広域 

市域 

地域 

ｴﾈﾙｷﾞｰ政策の見直し 

 

低炭素社会形成の 

必要性の高まり 

集約型都市構造の 集約型都市構造の 集約型都市構造の 集約型都市構造の 

構成要素の強化 構成要素の強化 構成要素の強化 構成要素の強化 

    
複合型高度利用市街地の形成複合型高度利用市街地の形成複合型高度利用市街地の形成複合型高度利用市街地の形成    

郊外住宅地の維持保全 郊外住宅地の維持保全 郊外住宅地の維持保全 郊外住宅地の維持保全 

地域の生活拠点の強化 地域の生活拠点の強化 地域の生活拠点の強化 地域の生活拠点の強化 

魅力・活力ある都心の形成 魅力・活力ある都心の形成 魅力・活力ある都心の形成 魅力・活力ある都心の形成 

集約型都市構造集約型都市構造集約型都市構造集約型都市構造

を支える交通ネを支える交通ネを支える交通ネを支える交通ネ

ットワーク ットワーク ットワーク ットワーク 

都市にうるおい都市にうるおい都市にうるおい都市にうるおい

を与えるみどりを与えるみどりを与えるみどりを与えるみどり
のネットワークのネットワークのネットワークのネットワーク    

都市空間創造戦略 

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化 

地
球
規
模
の
環
境
問
題 

東
日
本
大
震
災
の
発
生 

市場規模の縮小と 

これに伴う活力低下 

背景 

※ここでいう「都市マネジメント」とは、まちづくりを進める上で、様々な主体と

連携しながら、多様な資本による投資を組み合わせてまちづくりの目標を達成す

る手法、としています。 

低炭素社会を支低炭素社会を支低炭素社会を支低炭素社会を支

えるエネルギーえるエネルギーえるエネルギーえるエネルギー
ネットワーク ネットワーク ネットワーク ネットワーク 

都市の魅力と活都市の魅力と活都市の魅力と活都市の魅力と活

力を高める創造力を高める創造力を高める創造力を高める創造
ネットワーク ネットワーク ネットワーク ネットワーク 

集約型都市構造を支える４つのネットワーク 

目指すべき３つの都市構造 ７つの視点 

集約型都集約型都集約型都集約型都

市構造の市構造の市構造の市構造の
力点 力点 力点 力点 
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第１節 長期的な視点から見た目指すべき都市構造 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北海道の資源を生かす札幌 
○北海道が持つ観光資源・食産業といった世界的に注目されている魅力的な資源を、札幌が発信し、活かしていくことにより、
札幌と北海道の魅力を相互に高めていくことが重要です。 

○道都札幌として、道外、海外から多くの人を呼び込むために、北海道の観光・食産業などの魅力資源を支える様々なネットワ

ークの強化を図り、北海道全体の発展を支えていきます。 

集約型都市構造の実現に向けて 
○将来、特に郊外では人口密度が著しく低下し、生活関連施設の撤退など、身近な範囲で生活利便機能が享受できない、高齢者
には生活がしにくい環境になることが懸念されます。 

○よって、多様な機能の集積により、歩いて行ける範囲で様々な生活関連機能が提供される市街地が形成され、都市の活動が活
発化されることにより、高齢者が日々、出歩くことのできるまちづくりを進めます。 

○都市活動の活発化が多くの市民を引きつけ、それにより多様性を持つ、エネルギー消費量の少ない「集約型都市構造」の形成
を目指します。 

時代の変化に対応した都市のマネジメント 
○既存の社会資本（都市基盤・自然資源など）の再生、活用によって、地域コミュニティの維持・活性化、経済活力の向上、環
境負荷の低減などに重点をおきながら、市民の多様なライフスタイルを支える都市のマネジメントが重要となります。 

○都市のマネジメントの推進には、市民・企業・行政がそれぞれ担っていくことが必要。 

○都市経営の観点から、都市全体のマネジメントも必要です。そのため、都市基盤の適切な維持・保全や都市機能の集約化など、

将来の人口規模や年齢構成に見合った都市づくりを今から検討し、将来につなげていくことが必要です。 

良好な自然資本を生かし・守る 

○札幌を取り巻く豊かな自然資本を生かした札幌ライフスタイルの創出や札幌の顔である都心部における積極的なみどりの創

出、市内に点在する美しい公園や緑地、河川や道路、民有地などのみどりを生かしたオープンスペースネットワークの構築を

市民・企業・行政の連携・協力により進めます。 

エネルギー効率の良い都市の構築 

○北海道の一大エネルギー消費地である札幌として、集約型都市構造の構築によるエネルギー消費の低減、次世代エネルギーシ

ステムの普及拡大などにより、北海道全体の環境負荷低減を都市づくりの面からも推進していきます。 

札幌らしい多様なライフスタイルの実現 
○高次な都市機能が支える生活利便性を持ちながら、身近に自然環境も体感できる、札幌らしい暮らしの場の創出が重要です。 
○札幌の高次な都市機能が身近に享受できる利便性の高い生活と、豊かなみどりが身近に感じられ、閑静でゆとりのある「札幌
らしい」環境を備えた郊外での生活が選択できる、札幌らしい多様なライフスタイルが実現できる都市を目指します。 

都市の魅力・活力の向上 

○都市の魅力を高めるためには、都市にやすらぎやうるおいを与えるみどり、都市のアクティビティの場となる良好な空間とい

ったオープンスペースと、それを有効に活用する都市機能、オープンスペースや街並みと調和した建物の形態が一体となって

生み出す良好な都市景観が重要となります。 

人口減少・超高齢社会

を支える都市構造 

札幌・北海道の 

経済活性化を支える 

都市構造 

環境負荷の少ない

都市構造 

目指すべき 

３つの都市構造 

①集約型都市構造の構築 ①集約型都市構造の構築 ①集約型都市構造の構築 ①集約型都市構造の構築 

②多様な生活空間の創出 ②多様な生活空間の創出 ②多様な生活空間の創出 ②多様な生活空間の創出 

③都市マネジメントの推進 ③都市マネジメントの推進 ③都市マネジメントの推進 ③都市マネジメントの推進 

④北海道の資源の発信・活用 ④北海道の資源の発信・活用 ④北海道の資源の発信・活用 ④北海道の資源の発信・活用 

⑤都市の魅力・活力の向上 ⑤都市の魅力・活力の向上 ⑤都市の魅力・活力の向上 ⑤都市の魅力・活力の向上 

⑥自然資本の活用・保全 ⑥自然資本の活用・保全 ⑥自然資本の活用・保全 ⑥自然資本の活用・保全 

⑦低炭素社会の構築 ⑦低炭素社会の構築 ⑦低炭素社会の構築 ⑦低炭素社会の構築 

７つの視点 骨子（案） 

 

検討段階資料 
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２節 都市像の実現を支える都市空間の在り方 

■展開する３つのエリアの都市空間の在り方 

長期的な視点から見た目指すべき都市構造を見据え、10 年間の都市づくりの方向性を示す。札幌市全体の視点に加え、広域的な視点、地域の視点からの都市空間の在り方を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域的な視点 

札幌市域の視点（都市構造図） 

身近な地域の視点 

関連する７つの視点 

④北海道の資源の発信・活用 

検討段階資料 

関連する７つの視点 

①集約型都市構造の構築 

②多様な生活空間の提供 

関連する７つの視点 

①集約型都市構造の構築 

②多様な生活空間の創出 

③都市マネジメントの推進 

⑤都市の魅力・活力の向上 

⑥自然資本の活用・保全 

⑦低炭素社会の構築 

札幌市域の視点（概念図） 

郊外⇔地下鉄駅周辺⇔
都心部の関係を示した地
域構造のイメージ図 
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骨子（案） 

北海道の中の札幌の位置づけ・役割 

【北海道・周辺都市との相互連携】 

○札幌市には高次な都市機能が集積しています。これらの都市機能を道内他

都市ひいては北海道全体の発展の為に効果的な活用を図ります。 

○札幌が道内他都市の持つ観光や農業などの資源を活用することは、札幌の

発展にもつながります。 

○札幌市の国際経済交流や集客交流産業の強化により、観光客の誘致、MICE

の振興、経済投資の拡大などを通じて、一層の波及効果を道内へ広めてい

くことにつなげます。 

○札幌や北海道が経済、文化、環境などの領域でネットワークを強化してい

くことが重要になっています。 

○周辺都市への雇用の場の創出、フード特区の活用などによる経済的連携、

広域的な再生可能エネルギーの普及促進による脱原発依存の推進、エネル

ギー供給の多重性・代替性の確保など、市域を超えた広域的な連携の強化

により、周辺他都市との相互発展を目指します。 

【広域交通ネットワークの強化】 

○このような広域的な連携を強化するためには、日本海側と太平洋側に３港

湾（小樽・石狩・苫小牧）、２空港（新千歳・丘珠）が立地・隣接している

優位性を生かし、これらとのアクセス性の向上を図るため、既存の道路ネ

ットワークを有効活用、都心へのアクセスを強化する道路軸の検討、周辺

の生活環境に配慮しながら、丘珠空港の機能向上の検討を進めます。 

【北海道新幹線の整備】 

○北海道新幹線の整備を見据え、東北地域との連携・交流の促進、自然災害

リスクの少ない地勢を生かした本州企業の誘致など、その活力を札幌・道

内全体に展開させていくために、東アジアにおける北の一大交通拠点とし

ての札幌駅周辺のまちづくりを進めていきます。 

広域的な視点 
検討段階資料 
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集約型都市構造を構築する地域構造 

○一定の生活圏の中で日常の暮らしに必要な機能が提供される、集

約型都市構造を構築します。 

【身近な生活圏】 

○生活必需品を販売する店舗やコミュニティ活動の場などは、徒歩

圏内の身近な生活圏で提供される必要があるとの観点から、これ

らの機能の効果的な誘導策を検討します。 

【地域の生活拠点】 

○生活必需品に加え、仕事や娯楽と言った多様な市民活動が十分に

機能するように、これらの機能は身近な生活圏のほか、地下鉄駅

周辺といった交通結節点など、身近な生活圏と公共交通機関によ

ってつながる『地域の生活拠点』への誘導を進めます。 

【都心】 

○より多くの人を呼び込む大規模な商業・業務施設などを都心部に

集積することにより、大量の人の移動を公共交通機関で受け止め

る、自家用車での移動を抑えたエネルギー消費の少ない都市構造

を構築します。 

【高密度な市街地】 

○都心や地域の生活拠点の周辺部、地下鉄沿線などの利便性を高め

ることにより、多くの人々が住まう、高密度な市街地が形成され

ています。 

【交通】 

○そして、この都市構造を支えていくため、地域と様々な機能をつ

なぐ公共交通の利用促進を図るとともに、地域が主体となった、

コミュニティを支える交通の仕組みの検討を進めます。 

骨子（案） 

身近な地域の視点 

検討段階資料 
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骨子（案） 
札幌市域の視点 

地域の生活拠点 

○周辺住民の生活を支える機能の誘導、多雪・寒冷地にふさわしい多様な屋内空間

や豊かなオープンスペースの創出、美しい都市景観の形成など、都市魅力の向上

のための空間整備を進めます。 

○地域の課題やニーズを踏まえ、それぞれの地域が必要とする機能を効果的に誘導

していく取り組みを進めます。 

○また、道路など基盤の整備状況や地形、周辺の土地利用状況も踏まえ、地域の特

性に応じた生活拠点の形成を図ります。 

都心 

○様々な機能やサービスが集積し、絶えず国内外からの活動が展開されており、国

際都市として質の高い活動や生活の場として発展していくことが必要です。 

○高次な都市機能の更なる集積を図るとともに、交流拠点などの骨格構造の形成や、

民間開発と一体となった地上・地下のオープンスペースの整備・活用などを通じ、

新たなにぎわいや回遊、交流を創出し、札幌の魅力と活力の向上を先導していき

ます。 

○エネルギー有効利用都市のモデルとなる取組を展開するほか、災害に強いまちづ

くりを促進します。 

○将来的な人口減少を見据えたコンパクトな都市構造の実現に向けて、業務や商業

機能等の集積にあわせ、都心に相応しい居住機能の適正な誘導について検討しま

す。 

○特に、創成川以東地区は、居住を中心に業務・文化・娯楽などの機能が近接した

複合型のまちづくりを促進します。 

○地域特性を重視し、地域が主体となったエリアマネジメントの取組を推進します。 

集約化を図る高度利用市街地 

○都心周辺部や大量公共交通機関の沿線に機能が複合化した高密度な市街地の形成

を目指す。 

○特に、古くから市街地を形成してきた複合型高度利用市街地（環状通の内側）は、

今後、活発な市街地更新が進むと考えられることから、その機会を捉え、まちの

魅力や活力を向上させる良好な開発を誘導することにより、多様な機能が充実し

た高密度な複合市街地の形成を図ります。 

○集約化の過渡期には、既存の住環境への影響、都市基盤への負荷の増大、都市景

観の変化など、様々な影響も考えられることから、適切な対応もあわせて検討・

実施していく。 

検討段階資料 

郊外住宅地 

○札幌の魅力的な資源である郊外住宅地を維持・活用していくため、戸

建て住宅に特化してきた郊外住宅地においても、超高齢社会を支える

機能や地域のたまり場などの導入や転換への対応や、地域が主体とな

ったコミュニティを支える交通の仕組みなどの検討を進めます。 

○日常生活を支える生活利便機能が身近な範囲で確保されるよう、土地

利用計画制度の適切な運用に加え、生活利便機能を誘導する総合的な

施策について検討します。 

○特に、地域の一定の範囲に配置されている小学校については、地域毎

の多様な課題に対応しつつ、機能の複合化や地域コミュニティの場と

しての活用などの検討を進めます。 

○緑が豊かな特長を生かし、地域住民や NPO などによるみどりの創出活

動を促進し、これらを通じた地域コミュニティの醸成を進めます。 

○空き地を多様なライフスタイルを創造する場として活用するなど、空

き地や空き家のマネジメントの仕組みを検討し、展開することによ

り、郊外住宅地の維持を図ります。 
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苗穂地区 

○豊平川の水辺環境や都心との近接性、交通利便性の高さ、地域

の産業資源などを活用しながら、居住機能の充実、集客交流産

業の育成、オープンスペースの創出、歩行者ネットワークの強

化、環境負荷低減の取り組みなどを進め、産業文化・交流地区

の形成を目指す。 

骨子（案） 

札幌市域の視点 

集約型都市構造を強化する力点 

○地域の生活拠点に加え、地域・経済・環境の視点から、特に重点

的に整備を進める必要のある拠点を以下のとおり設定します。   

          

…集約型都市構造を強化する力点  

新札幌駅周辺地区 

○大規模な土地利用転換を契機に、既存資源の有効活用による低炭素都市づく

りや、隣接都市を後背圏に持ち、多くの人々の日常生活を支える地域の生活

拠点にふさわしいまちづくりを推進する。 

真駒内駅周辺地区 

○大規模な土地利用転換を契機に、既存資源の有効活用による低炭素

都市づくりや、地域の日常生活を支える地域の生活拠点にふさわし

いまちづくりを推進する。 

検討段階資料 

白石駅周辺地区 

○区役所新設を契機とした地域の生活拠点の利便性・魅力向上、

創造性の発信などに資する開発のモデル地区として、行政機能

の他に、生活利便機能や市民の創造的活動の場の創出や、駅施

設の利便性の向上を図る。 

都心アクセス機能強化道路軸 

○創成川通の機能強化及び豊平川通の延伸といった都心へのアク

セスを強化する道路軸の検討を進めます。 
北海道新幹線の札幌延伸を見据えたまちづくり 

○北海道新幹線の整備を見据え、札幌駅交流拠点を中心に道都札幌

の玄関口にふさわしい顔づくりに向けた取り組みを展開する。 
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集約型都市構造を支える交通ネットワーク 

○公共交通を軸とした交通体系の確立、適切な自動車交通の実現を目指

します。 

○市民生活の基盤となる「地域の足」を確実に確保していくため、地域

の特性に応じた持続可能な公共交通体系を確立し、利便性と効率性を

兼ね備えた公共交通ネットワークを構築するとともに、市民一人ひと

りが過度の自動車利用を控え、公共交通を皆で支える意識を醸成し、

地下鉄や路線バスなどの利用促進を図ります。 

○路面電車は、路線のループ化とともに、既設線の機能向上や景観性の

向上など、まちづくりと一体となった取組を進めます。また、将来の

需要見込み、地域の特性等を考慮して、「都心」「創成川以東」「桑園」

の 3 地域を延伸検討地域とし、経営面などの課題解決を図りながら、

まずは都心地域への延伸実施を具体的に検討します。その他の地域に

ついては、各種のまちづくり計画や再開発と連携を図りながら検討を

進めます。 

○骨格道路網については、既存の道路を有効に活用しつつ、必要な幅員

が確保されていない道路の整備や、創成川通の機能強化及び豊平川通

の延伸といった都心へのアクセスを強化する道路軸の検討を進めま

す。 

○自転車は利用が見込まれる一方、歩道環境や景観の悪化を招く要因に

もなっています。「自転車走行空間の明確化」、「総合的な駐輪対策」、「ル

ールやマナーの効果的な周知と啓発」の取り組みを推進し、魅力的な

まちづくりにつながる安全な自転車利用環境の実現を目指します。 

○都心部では、まちづくりを先導する交流拠点間を、地上・地下の多様

性に富んだ空間によってネットワーク化することで、四季を通じた安

全で快適な回遊を支え、にぎわいある街並みを実現していくことが求

められています。既存地下空間の活用や、民間開発と一体となった地

下の広場空間の拡充により、回遊ネットワークを強化するとともに、

地上・地下が一体となったにぎわいの創出を図ります。 

 

骨子（案） 札幌市域の視点 検討段階資料 

都市にうるおいを与えるみどりのネットワーク 

イ みどりの保全・創出 

（ア）みどりの役割 

○都市のみどりが持つ機能は、生態系の保全や大気の浄化のほか、避難・レク

リエーションの場など様々。 

○今後は、地域ごとの課題やニーズに配慮しながらみどりの機能の重点的配

置・保全・維持管理を進めることが必要となる。 

（イ）市街地のみどり 

○都心部では、「札幌の顔・風格」「にぎわいを演出」をみどりの大きな役割と

して捉え、北海道の大自然の象徴としてみどりづくりを官民の協働により進

め、都心の魅力を向上、経済的発展、市民生活の質の向上を支えます。 

○市街地では、社会的ストレスの緩和に効果のあるみどりの効果的配置・整備

及び維持管理を進めます。また、コミュニティ醸成・強化に寄与するみどり

づくりを行います。 

○既存の公園においては、少子高齢化により変化したニーズに対応するためレ

クレーション機能の再編を進めます。 

（ウ）市街地の外（市街化調整区域）のみどり 

○森林については水源の涵養や災害防止、アメニティの充実といった機能を十

分発揮させるための機能林の設定や管理・保全手法の検討・実施を行います。 

○生物の生息環境確保や CO2 削減を意識した保全・維持管理の検討もあわせて

進める。これによる発生材は、資材などの有効利用を図るとともに、バイオ

マスエネルギーとしての利用を含めた検討も行います。 

○都市環境や地球環境保全のため、ごみ埋立地を利用した拠点公園緑地の創出

とともに、みどり創出保全と太陽光発電など創エネルギーの場が共存できる

緑地整備の検討を進めます。 

（エ）骨格的なみどりのネットワーク（コリドー※） 

○河川などのコリドーを中心に、樹林地の保全や緑地の整備によりみどりのネ

ットワークを形成し、生物の生息場所や移動空間を確保します。 

※コリドー：市街地を貫通し、都市にうるおいをもたらすオープンスペース

の軸となるもの 

都市の魅力と活力を高める創造ネットワーク 

○特に都心部では、グローバル化を見据えた 24時間対応可能な高次都市機能の充実を図ることにより、創造活動の拠点となる場の創出や、産

業創造・人材育成を支えます。 

○都市にやすらぎやうるおいを与えるみどり、都市のアクティビティの場となる良好な空間といったオープンスペースと、これと関連する都

市機能、オープンスペースや街並みと調和した都市景観が重要となります。 

○個々の敷地や建物が、周辺の景観や歩行者空間のネットワーク、にぎわいの連続性などを一体として捉えた魅力的な都市空間を構成する一

要素になることから、建築計画における良好な景観やオープンスペースの創出などを効果的に誘導します。 

○既存のオープンスペースを活用、民間による創出を含むさまざまな機会をとらえ、オープンスペースを確保します。 

○まちの魅力づけに貢献する場合には、積極的なオープンスペースの活用を図ります。 

○市内に点在する「創造都市さっぽろ」を象徴しうるエリアは、多くの市民や観光客が集い、創造的な活動が活発化されるよう、それらの魅

力を高める取り組みの検討を進めます。 

 

低炭素社会を支えるエネルギーネットワーク 

○災害に対する安全性を高めるとともに、環境への負荷低減を促進するため、

特に都市の中枢機能が集中し、エネルギー消費の大きい都心部において、電

力と熱を効率的に供給するシステムが計画的に配置された自立分散型エネ

ルギーネットワークを推進します。 

○熱供給に関する既存のインフラが整備されている地域における市街地更新

の際には、既存インフラの効果的な活用を図ります。 


